
 ２００５年５月に発足

 「世界最高水準の歯科保健医療を提供する」ことを目指す、全国の

地方行政に勤務する歯科医師・歯科衛生士を中心とした組織

 行政の歯科保健医療に関する情報提供・意見交換（会員メーリング

リスト、歯っとサイトの運用）

 行歯会だよりの発行

 会員同士のオンライン上での交流や集い、現地視察等の企画実施

全国行政歯科技術職連絡会

すべて無料です
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① 地域の特性と健康課題に対応した歯科保健計画や事業の企画立案

② 多職種と連携した歯科保健事業の運営と事業評価

③ ライフコースに応じた個人・集団・組織に対する支援

④ 地域の歯科保健医療状況に関する統計資料や関連情報の収集と発信

⑤ ソーシャルキャピタルの醸成と社会資源のコーディネート

⑥ 健康危機管理及び災害時歯科保健医療対策

これらの項目に対する気づきや手がかりを得られるのが、行歯会です‼
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行政の歯科技術職に求められること



読むだけでも
役立つ！

気づきが
いっぱい！

●●について、データや論文を探しています！
情報提供いただけませんか？

●●について新規事業を企画しないと！
どこかで似たようなこと、やっていないかな？？？

国、学会等の情報が発信されています！
こちらをご覧ください！https//‥‥

会員メーリングリストによる情報交換
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「行歯会」を
クリック！
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行歯会ホームページ（歯っとサイト内）
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行歯会だより（ほぼ毎月発行）
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行歯会設立までの経緯
 最初に行歯会設立を構想した人物は、中村宗達氏(歯科医師・元静岡県職員)

 2003年１月下旬に、中村宗達氏が関係者に構想を発表

 中村宗達氏が参画していたフッ化物応用の厚生労働科学研究班および個人的人脈を活用し、多くの
関係者に必要性を提訴

 構想発表から８ヶ月経った2003年９月25日、第52回日本口腔衛生学会総会（福岡県北九州市）に
併せて、発起人会を開催

 発起人会のメンバー(設立後の理事)によるメーリングリスト(理事メーリングリストの前身)が立ち上がり、
行歯会設立に向けた意見交換を実施

 2004年１月14日、組織名称を「行歯会(全国行政歯科技術職連絡会)」に決定

 2004年９月17日、第53回日本口腔衛生学会総会（岩手県盛岡市）に併せて理事会懇談会を開催
し、理事を決定

 2005年１月14日開催の事務局会議で、「行歯会だより」を原則毎月刊行することを決定

 2005年５月９日、行歯会だより創刊号を会員メーリングリストで配信

※行歯会だより第193号：安藤雄一氏の原稿より作成
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沿革１
時 期 内 容

2005年５月 第１期石上和男（歯科医師・新潟県）執行部発足、会員募集開始、メーリングリスト（Yahoo!グ
ループを利用）稼働、行歯会だより創刊号発行、会員数：約200名

2005年７月 会員数が250名を超える

2005年８月 会員数が300名を超える

2006年６月 第１回理事会開催

2007年３月 第２回理事会開催、地域保健総合推進事業（日本公衆衛生協会）を受託実施

2008年７月 新潟県で全国初の「新潟県歯科保健推進条例」が制定・施行

2009年４月 第２期岩瀬達雄（歯科医師・佐賀県）執行部発足

2009年８月 国立保健医療科学院のサイト内に行歯会ホームページができる

2009年10月 行歯会だより第50号発行

2011年８月 「歯科口腔保健の推進に関する法律」が制定・施行

2012年４月 会員の大西宏昭氏が大阪府岸和田保健所長に就任、会員の井下英二氏が滋賀県甲賀保
健所長に就任（全国で初めて歯科医師の保健所長が誕生）
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沿革２
時 期 内 容

2013年３月 都道府県世話役（49名）を設置

2013年４月 第３期長優子（歯科衛生士・江戸川区）執行部発足、会員数が550名を超える

2013年秋 国立保健医療科学院の「歯科口腔保健の情報提供サイト（歯っとサイト）」稼働

2014年１月 第３回理事会開催、事務担当理事を６名から８名に増員、会員数が630名を超える

2014年９月 メーリングリストをYahoo!グループから国立保健医療科学院のシステムに移行

2014年11月 第４回理事会開催

2015年１月 行歯会だより第100号発行（水道水フロリデーションを特集）、第５回理事会開催

2015年４月 公益社団法人日本歯科医師会が設置した災害歯科保健医療連絡協議会に参画

2016年４月 会員の遠藤浩正氏が埼玉県東松山保健所長に就任（３人目の歯科医師の保健所長）

2017年４月 第４期長優子（歯科衛生士・江戸川区）執行部発足、事務担当理事を８名から10名に増員

2018年８月 会員数が750名を超える

2019年４月 国立保健医療科学院の事務局長が安藤雄一から福田英輝に交代
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沿革３
時 期 内 容

2019年10月 「市区町村歯科衛生士新任期人材育成ガイドライン」を発行

2020年１月 行歯会だより第150号発行

2020年６月 オンラインによる理事懇談会を初開催

2020年10月 オンラインで第６回理事会を開催（以後、オンラインでの開催に移行し、定例開催となる）

2021年２月 オンライン企画「『小規模だからできる楽しい歯科保健』を語り合う」を開催

2021年４月 第５期堀江博（歯科医師・奈良県）執行部発足

2022年９月 オンライン企画「『小規模だからできる楽しい歯科保健』を語り合う」Part.２を開催

2022年10月 行歯会だより特別号発行（故井下英二氏（2022年7月29日逝去）に対する追悼文集）

2023年12月 オンライン企画「政令指定都市の集い」を開催

2024年１～３
月

令和６年能登半島地震の支援にDHEATやJDATの一員として会員が多数派遣される

2024年８月 オンライン企画「フッ化物洗口～アフターコロナの苦戦と飛躍～」を開催
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沿革４
時 期 内 容

2024年９月 企画「フッ化物洗口の先進地、新潟に視察に行こう」において新潟市立笹口小学校を視察

2024年12月 行歯会だより第200号発行

2025年３月 理事任期を４年間から２年間に変更

2025年５月 第６期小栗智江子（歯科衛生士・愛知県）執行部発足、企画「フッ化物洗口の先進地、新潟
に視察に行こう」Part.２において新潟市立笹口小学校を視察



2025年５月現在

ブロック 歯科医師 歯科衛生士 歯科技工士 合 計

北海道 17 42 0 59

東北・甲信越・北陸 26 113 1 140

関東Ⅰ 8 85 0 93

東京 13 81 0 94

関東Ⅱ 23 72 0 95

東海 16 128 0 144

近畿 22 98 0 120

中国・四国 15 61 1 77

九州・沖縄 25 71 0 96

賛助会員 13 2 0 15

合 計 178 753 2 933
11

会員数
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